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Ⅰ.調査の概要 
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１ 趣旨 

本学がめざす教育や、学生自身が入学時に掲げた「志」に対する達成度を調査する。 

定点調査により、現在の問題点を把握しその改善・解決に向けて各種委員会などで活用されるべき基礎資

料を得る。 

現状を踏まえて、継続的かつ時系列的な学生生活調査への展望を明らかにする。 

 

２ アンケート調査の実施概要 

（１）実施主体 学生委員会・学生課 

（２）実施対象 グローバルスタディーズ学部 2023年度卒業生 140名（秋 10名／春 130名） 

（３）実施期間 秋卒業生：2023年 8月 18日（金）～9月 15日（金） 

春卒業生：2024年 2月 16日（金）～ 3月 25日（月） 

（４）実施方法 Googleフォーム 

 

３ 調査内容 

（１）本学部が力を入れて教育している能力が身についたか？ 

（２）本学部がめざす人材に成長したか？ 

（３）入学時の「志」を達成したか？ 

（４）グローカル社会に対する理解について 

（５）考え抜く力について 

（６）社会の発展に貢献する力について 

（７）役割分担により組織目標の達成に貢献する力について 

（８）環境対応能力と先進性について 

（９）学生生活の満足度について 

（１０）気になったことや改善を求めたいことについて 

 

４ 回収結果 

回答率87.1％ 卒業生：140名 回答者：122名 

※ 2022年度回答率 85.1％ 卒業生：134名 回答者：114名 

※ 2021年度回答率 85.7％ 卒業生：140名 回答者：120名 

※ 2020年度回答率 85.7％ 卒業生：140名 回答者：120名 

 

５ 報告書の見方 

（１）比率は、回答者数を100％とした百分比で算出し、小数点以下を四捨五入しました。そのため、百

分比の合計が100％にならない場合があります。 

（２）自由記述については個人名や不適切だと判断したコメントや同じ内容のコメントは省略している場

合があります。  

4



 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ.調査結果 
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合計 割合
十分身についた 34 28%
ある程度は身についた 61 50%
少し身についたが不十分 23 19%
まったく身につかなかった 4 3%

122 100%
十分身についた 28%
ある程度は身についた 50%
少し身についたが不十分 19%
まったく身につかなかった 3%

合計 割合
十分成長した 30 25%
ある程度は成長した 59 48%
少し成長したが不十分 29 24%
まったく成長していない 4 3%

122 100%
十分成長した 25%
ある程度は成長した 48%
少し成長したが不十分 24%
まったく成長していない 3%

合計 割合
十分達成した 34 28%
ある程度は達成した 48 39%
少し達成したが不十分 29 24%
まったく達成していない 11 9%

122 100%
十分達成した 28%
ある程度は達成した 39%
少し達成したが不十分 24%
まったく達成していない 9%

2023年度卒業生アンケート
集計結果

2024年3月25日　学生課

Q1. グローバルスタディーズ学部では、英語コミュニケーション力向上を重視した学びと、グローバルな視野を持つ学
びに力を入れています。あなたは在学中にこれらの能力が身についたと思いますか？

Q1

Q2. グローバルスタディーズ学部の志は「グローバルな舞台で活躍できる人材を育成」です。あなたはどのくらいこのよ
うな人材に成長したと思いますか？

Q2

Q3. あなたの入学時の「志」は、卒業時どのくらい達成しましたか？

Q3

28%

50%

19%

3%

Q1.

十分身についた ある程度は身についた

少し身についたが不十分 まったく身につかなかった

25%

48%

24%

3%

Q2.

十分成長した ある程度は成長した

少し成長したが不十分 まったく成長していない

28%

39%
24%

9%

Q3.

十分達成した ある程度は達成した

少し達成したが不十分 まったく達成していない
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合計 割合
十分修得した 32 26%
ある程度は修得した 64 52%
少し修得したが不十分 25 20%
まったく修得していない 1 1%

122 100%
十分修得した 26%
ある程度は修得した 52%
少し修得したが不十分 20%
まったく修得していない 1%

合計 割合
十分修得した 37 30%
ある程度は修得した 58 48%
少し修得したが不十分 26 21%
まったく修得していない 1 1%

122 100%
十分修得した 30%
ある程度は修得した 48%
少し修得したが不十分 21%
まったく修得していない 1%

合計 割合
十分達成した 40 33%
ある程度は達成した 58 48%
少し達成したが不十分 18 15%
まったく達成していない 6 5%

122 100%
十分達成した 33%
ある程度は達成した 48%
少し達成したが不十分 15%
まったく達成していない 5%

Q5

Q4.基礎的な学力を養い、湘南地域や日本の文化・歴史・風土を学び、日本とは何かを説明するための専門的知識を
修得することができたと思いますか？

Q4

Q5.現状を分析して、グローバルな課題を明らかにできる課題発見力、課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備
する計画力、課題に対して新たな価値や解決方法を生み出せる創造力を修得することができたと思いますか？

Q6.物事に積極的に取り組む主体性や目的に向かって周囲の人を動かしていける巻き込み力、失敗を恐れずに粘り
強く行動していける実行力を身につけ、グローバルな舞台で活躍するとともに、国際社会の発展に貢献できるようにな
りましたか？

Q6

26%

52%

20%

1%
Q4.

十分修得した ある程度は修得した

少し修得したが不十分 まったく修得していない

30%

48%

Q5.

十分修得した ある程度は修得した

少し修得したが不十分 まったく修得していない

33%

48%

15%

5%

Q6.

十分達成した ある程度は達成した

少し達成したが不十分 まったく達成していない
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合計 割合
十分達成した 35 29%
ある程度は達成した 51 42%
少し達成したが不十分 33 27%
まったく達成していない 3 2%

122 100%

十分達成した 29%
ある程度は達成した 42%
少し達成したが不十分 27%
まったく達成していない 2%

合計 割合
十分達成した 39 32%
ある程度は達成した 53 43%
少し達成したが不十分 24 20%
まったく達成していない 6 5%

122 100%
十分達成した 32%
ある程度は達成した 43%
少し達成したが不十分 20%
まったく達成していない 5%

合計 割合
大満足 38 31%
ある程度満足 59 48%
どちらかというと不満足 23 19%
不満足 2 2%

122 100%
大満足 31%
ある程度満足 48%
どちらかというと不満足 19%
不満足 2%

Q9. 多摩大学での大学生活は、満足でしたか？

Q9

Q7.日本語だけではなく、グローバルな共通語としての英語によるコミュニケーション能力を修得し、情報や知識を複眼
的、論理的に分析し表現できるようになりましたか？

Q7

Q8.大学卒業後も自律・自立して学習できる生涯学習力と、グローバルな課題解決の一端を担い、地球社会の未来に
貢献しようとする姿勢を身につけ、自らを律しながら湘南地域からグローバルな舞台まで活躍し、地球社会の未来に
貢献できるようになりましたか？

Q8

29%

42%

27%

Q7.

十分達成した ある程度は達成した

少し達成したが不十分 まったく達成していない

32%

43%

20%

Q8.

十分達成した ある程度は達成した

少し達成したが不十分 まったく達成していない

31%

48%

19%

2%

Q9.

大満足 ある程度満足

どちらかというと不満足 不満足
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Q10. グローバルスタディーズ学部について、学習・生活・就職等の指導／支援、設備など、気になったことや改善を求
めたいことはありますか？

授業の抽選システムがひどい。選択科目ならまだしも必修まで抽選にするのは愚行。ほとんどの授業は生徒が受動
的に学ぶ機会が主で生徒自身が能動的に学びたくなるような授業にするべきではないだろうか。前者が許されるのは
高校までだと思う。今は知らないが●●先生の頭が硬すぎてめんどくさかった。喫煙所が狭い。最初に買わされるpc
が低スペすぎるから値段上げてでももうちょいマシなやつにするか購入を自由にしてほしい。2階のトイレが女性用の
みなのは面倒くさい。中庭がかなり無駄になっていると思うので駐車場にして車通学可にするのはどうでしょうか。

履修登録の期間が第一回目の授業と被ることが気になった。
卒業式の会場が遠すぎるSGSで十分だと思う。
もっと英語だけの授業が欲しい、国内だけでなく、海外への就職支援にも力を入れてほしい
授業毎に非常に有益な授業もあれば、ごく一部だが自分が今何をしているのか分からないような授業が存在した。ま
た、大教室(E301やE201)で行われるような授業は教員の目が後ろの席まで行き届いておらず、私語やスマホ使用が
多く、他の真面目に受けている学生に影響を及ぼしているのでは無いかと感じた。
もっともっと多摩大学の学内を盛り上げていって欲しい
換気のために体育館のドアを開けておくと、裏にある喫煙所からタバコの匂いが流れてきて少し辛かったです。

英語教育について、クラス分けはされていたが授業内容が高校でやった内容よりも簡単なものになってしまい、もう少
し学力レベルにあった内容の物が良かったと思いました。

机の間隔が近い

なし、特になし(9)

中国語と韓国語の授業の時間が重なっていて、私は同時期に履修したかったので不便でした。
バイク通学において、雨天時の設備が不十分

就職活動等などもっと選択肢が多くあっていいと思う。例えば、卒業後のワーキングホリデーの選択も進路の一つとし
て大学側からの支援が欲しい。

学校の先生たちはとても責任を持っていて、国際部の先生もとても優しくて、私にたくさんの助けを与えてくれました。
現金を持っていない学生が多い中、自販機やコーヒー販売機などキャッシュレスで払えるものがほぼ無く、キャッシュ
レス決済の自販機で買おうとすると利用者が多く売り切れていることが多くて困りました。特に、学食を食べたいのに
現金がないため泣く泣く毎朝コンビニで買っている子が多かったです。

本大学はグローバルスタディーズ学部という事で、英語に集中特化した学習が多いと思います。私も実際本大学での
英語の授業などを受けた事で、英語能力の学力向上にある程度繋がったと思います。しかし、私も含め本大学で英語
をビジネス又は日常会話で支障の出ないくらい英会話が出来る学生は、本大学でも数パーセントしかいないと大学4
年間の友人の成長や4年間の周囲の結果を見て思いました。本大学は他大学よりも入学時の学力では劣っている学
生が多いと思います。しかし、本大学で4年間学んだ事を考えた結果この大学でしか学べない様々な人生における重
要な事や学びが多くあると思いました。その一つは英語学習だと思います。英語能力に力を入れているのにも関わら
ず英語力に大きな変化が出ないのでは、この大学の意味やこの大学でしか学べない強みが欠けてしまっていると思い
ました。私の考える英語の能力は、トーイックなどの試験の結果ではなく、英会話の能力にあります。英会話が少しで
も多くの学生が出来るようにトーイックとは別に学生にもっと英語を楽しんで話すという事をさせる必要があると思いま
した。それに1番大切なのは学生のやる気だと思います。学生がやる気を持てば英語の英会話能力の向上はすぐに
出来ると思います。なので、英会話能力の向上に繋がる授業や留学、学生にモチベーションを持たせるために行う何
か。このような事が本大学にはより必要なのではないかと4年間を通して感じました。
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Ⅲ.調査シート 
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卒業生対象 学修成果・「志」達成度アンケート 

 

 

 

 

 

 

Q1. グローバルスタディーズ学部では、英語コミュニケーション力向上を重視した学びと、グロ 

ーバルな視野を持つ学びに力を入れています。あなたは在学中にこれらの能力が身についた 

と思いますか？ 

 

 

 

Q2. グローバルスタディーズ学部の志は「グローバルな舞台で活躍できる人材を育成」です。 

あなたはどのくらいこのような人材に成長したと思いますか？ 

 

 

 

Q3. あなたの入学時の「志」は、卒業時どのくらい達成しましたか？ 

 

 

 

Q4.知識と理解【グローカル社会に対する理解】 

基礎的な学力を養い、湘南地域や日本の文化・歴史・風土を学び、日本とは何かを説明するため

の専門的知識を修得することができたと思いますか？ 

 

 

 

Q5.思考と判断【考え抜く力】 

現状を分析して、グローバルな課題を明らかにできる課題発見力、課題の解決に向けたプロセス

を明らかにし準備する計画力、課題に対して新たな価値や解決方法を生み出せる創造力を修得す

ることができたと思いますか？ 

 

 

 

裏面に続く 

□十分身についた □ある程度身についた □少し身についたが不十分 □全く身につかなかった 

□十分成長した □ある程度成長した □少し成長したが不十分  □全く成長しなかった 

□十分達成した □ある程度達成した □少し達成したが不十分  □全く達成しなかった 

 
QRコードを読み込むと、WEBからも回答が可能です！ 

アンケート用紙もしくは QRコードより回答してください。 

学籍番号               氏名               

□十分修得した □ある程度修得した □少し修得したが不十分  □全く修得しなかった 

□十分修得した □ある程度修得した □少し修得したが不十分  □全く修得しなかった 
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Q6.関心と意欲【社会の発展に貢献する力】 

物事に積極的に取り組む主体性や目的に向かって周囲の人を動かしていける巻き込み力、失敗を

恐れずに粘り強く行動していける実行力を身につけ、グローバルな舞台で活躍するとともに、国

際社会の発展に貢献できるようになりましたか？ 

 

 

 

Q7.表現と技能【役割分担により組織目標の達成に貢献する力】 

日本語だけではなく、グローバルな共通語としての英語によるコミュニケーション能力を修得

し、情報や知識を複眼的、論理的に分析し表現できるようになりましたか？ 

 

 

 

Q8.高い志【環境対応能力と先進性】 

大学卒業後も自律・自立して学習できる生涯学習力と、グローバルな課題解決の一端を担い、地

球社会の未来に貢献しようとする姿勢を身につけ、自らを律しながら湘南地域からグローバルな

舞台まで活躍し、地球社会の未来に貢献できるようになりましたか？ 

 

 

 

Q9. 多摩大学での大学生活は、満足でしたか？ 

 

 

 

Q10. グローバルスタディーズ学部について、学習・生活・就職等の指導／支援、設備など、気にな

ったことや改善を求めたいことはありますか？ 

 

 自由記述 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

□大満足  □ある程度満足  □どちらかというと不満足  □不満足 

□十分達成した □ある程度達成した □少し達成したが不十分  □全く達成しなかった 

□十分達成した □ある程度達成した □少し達成したが不十分  □全く達成しなかった 

□十分達成した □ある程度達成した □少し達成したが不十分  □全く達成しなかった 
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